


グラシン袋とセロファン袋：商品パッケージにはどちらが適しているか？

Details
結論： グラシン袋はスーパーカレンダー加工紙です。半透明で透明ではなく、耐油性はあるものの防水ではなく、通常は使用後も紙として処理されます。セロファン袋は（多くはコーティン
グされた）再生セルロースフィルムで、非常に透明度が高く、より強い防湿性を持ちます。紙らしい見た目と紙としての廃棄ルートを求めるならグラシン、完全な視認性とより優れた防湿性
が重要ならセロファンを選んでください。

プリント、石けん、キャンドル、ステッカーパック、焼き菓子のプチギフトなどの用途で、 グラシン袋とセロファン袋 を比較しているなら、両方とも「環境にやさしい」と呼ばれ、商品写
真ではどちらも透けて見え、似たような平袋サイズで販売されていることに、おそらく気づいているでしょう。ただし、両者は同じ素材ではありません。不適切な選択は、油染み、誰も読め
ない曇った包装、顧客が実際には行動できない「リサイクル可能」という表示として現れることが多いものです。

袋が店頭ディスプレイを兼ねる場合に、この違いが最も重要になります。セロファンのスリーブは、ステッカーシートの細部をすべて見せます。グラシン紙のスリーブは、石けんやアートプ
リントに多くの製作者が好む、やわらかくすりガラス調の見え方を与えますが、バーコードや小さな文字は読みにくくなることがあります。今回の調査で紹介された販売者の一人は、結婚式
の引き出物用の石けんについて、グラシン紙を「セロバッグの代替として」試したと説明しています。この置き換えは、一部の商品にはうまく機能し、別の商品にはうまく機能しません。

本ガイドでは、2つの素材を並べて、透け感、湿気と湿度への挙動、印刷時の見え方、廃棄ルートの観点で比較し、そのうえで選び方のシンプルな基準を示します。製品レベルの仕様と注文
手順は、当社の カスタムグラシン袋 ページにまとめています。本記事では、素材選びの判断に焦点を当てます。
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グラシン紙とセロファンの実際の正体
グラシン紙 は紙です。木材パルプは繊維が非常に細かくなるまで叩解され、シート状に成形されたうえで、磨き上げられたローラー間で圧搾されます。 百科事典の定義[1]によれば、グラシ
ン紙は「空気、水、油を通しにくい、滑らかでつやのある紙」とされ、通常は坪量約50–90 g/m²で製造されます。そのバリア性は、ワックスやプラスチックのコーティングではなく、
繊維の密度に由来します。

セロファン は、同じくセルロースを原料としていますが、繊維を溶解して再生させ、連続した透明なフィルムにしたものです。原料が植物由来であっても、プラスチックのように見えるのは
そのためです。市販のセロファンは、防湿性やヒートシール性を高めるためにコーティングされることが多く、そのコーティングは性能と廃棄ルートの両方を変えます。さらに紛らわしい点
があります。日常的な小売りの現場では、「セロバッグ」という言葉が、実際にはセロファンではない透明なポリプロピレン袋を指すものとしてゆるく使われることがよくあります。比較す
る前に、実際に提案されているフィルムの種類をサプライヤーに確認してください。

グラシン紙はワックスペーパーとも異なります。ワックスペーパーは表面処理によって耐油性を得ており、その処理は熱で溶けてリサイクルを難しくすることがあります。グラシン紙はワッ
クスに頼っていません。サプライヤーの「グラシン紙」が暑い日に軟化して袋の口がくっついてしまうなら、実際にはワックスペーパーを売られた可能性が高いでしょう。

https://jp.zigpac.com/custom-paper-bags/custom-printed-glassine-paper-merchandise-bags.html
https://en.wikipedia.org/wiki/Glassine


グラシン紙はどのように作られるか？
グラシン紙の製造には三つの工程があり、その特性のほぼすべてはこれで説明できます：

強い叩解。 パルプは一般の紙よりもはるかに長く機械的に叩解され、繊維が潰れて繊維間の空気の層が減ります。1.
シート成形。 叩解されたパルプは、密度が高く空隙の少ないシートになります。2.
スーパーカレンダー加工。 シートは、加圧された加熱・研磨ローラーの積層間を通過します。これにより表面が平滑になり、残った空隙が塞がれ、光沢のある半透明の仕上がりが3.
生まれます。

耐油性はコーティングではなく空隙の少なさから生まれるため、製紙業界ではグラシン紙を専用の試験法で評価しています。その試験は TAPPI/ANSI T 454 テレビン油試験[2]

では、グラシン紙と耐油紙に油がどれだけ速く浸透するかを比較します。試験は、染みが出なければ1,800秒で終了します。また、同規格自体もこれは予備的なスクリーニングであり、
「実際の製品による試験の代わりにはならない」と明記しています。国際的な同等規格は ISO 16532-3:2010[3]で、機械的な叩解によって耐油性を持たせた未コート紙のみに
適用されます。

実用上の要点は次のとおりです。同じ名前の二つのグラシン袋でも、坪量、叩解の度合い、折り目の品質によって性能が異なることがあります。セロファンの性能は、フィルムに施されるコー
ティングの種類によって、より大きく左右されます。

グラシン紙は透けて見えるか？
一部は当てはまります。グラシン紙は 半透明で、透明ではありません。製品の輪郭、色、全体的な形は透けて見えますが、細かいディテールはぼやけます。セロファンは文字どおり透明で、
文字、ステッカーのデザイン、バーコードは、袋がないかのようにほぼそのまま読み取れます。

この違いが、物販商品に関する判断の大半を左右します：

プリント、ポストカード、アートカード： グラシン紙は、すりガラス調でギャラリーのような見え方と、「プラスチックフリー」という印象を与えます。購入者は、すべての線が
見えなくても、作品を認識するのに十分な情報を見ることができます。
ステッカー、ピンバッジ、細部で見せる小物： セロファンは商品をはっきり見せるため、フックに掛けたり、ワゴンに置いたりする場合に重要になることがあります。
袋の中にバーコードがあるもの： あるアパレル包装のサプライヤーは、プラスチック袋と違い、「グラシン袋越しではバーコードが読み取りにくい」と率直に指摘しています。バー
コードは外側に貼るか、より透明度の高いフィルムを使用してください。

坪量の厚いグラシン紙は、腰があり保護性にも優れますが、透明度は下がるため、この二つの目標は互いに相反します。今回の調査で見られた購入者のレビューには、「もう少し透けて見え
るとよかった」といった声がありました。これは通常、欠陥ではなく、坪量に関する期待とのずれが原因です。

グラシン袋の防湿性とセロファンの比較
ここで二つの素材の違いが最もはっきり表れ、不満の大半もここから生じています。

グラシン紙は耐湿性はあるものの、防水性はありません。 緻密な表面は、軽い取り扱い、ほこり、軽い油分との短時間の接触には耐えます。しかし液体は保持できず、湿度が高いと繊維が水
分を吸って膨張し、耐油性が落ちるほか、反りの原因にもなります。実際の使用者の声もこれを裏付けています。外食業の購入者は、袋が「底の折り目から漏れる」と報告しており、別の利
用者はピクルス液が「しばらく置くと染み通る」と指摘しています。バターを多く含むクッキーやファッジは、一日置くと油染みが目立つことがよくあります。

セロファンは、より強い防湿性を持ち、 特に食品向けに設計されたコート品でその傾向が強くなります。紙のように折り目を通じて水分を吸い上げることはありません。ただし未コートのセ
ロファンは依然として水に弱いため、「セロファン」という名称だけでは防湿性が保証されるわけではありません。どのコーティングが使われているかを確認してください。

物販事業者にとっての目安は次のとおりです：

乾燥した商品（プリント、カード、アクセサリー、ピンバッジ、包装した石けん、早く売れるワックスメルト）：通常はグラシン紙で問題ありません。
時間とともに油がにじむ商品（数週間保管するキャンドル、バターを多く使った焼き菓子）、湿気の多い保管、あるいは湿った天候での屋外マーケット：セロファン、または内張
り付きの包装の方が安全です。
液体を入れるもの：どちらも一次容器にはなりません。

グラシン紙は、フィルムに比べて引き裂き強度も劣ります。レビューでは、厚手の台紙を差し込む際に側面が裂けたという声や、柔らかい封筒で発送した際に輸送中に袋がしわくちゃになっ

https://www.tappi.org/product_pull/09/dec/__03/turpentine-test-for-voids-in-glassine-and-greaseproof-papers-test-method-tappiansi-t-454-om-10/
https://standards.iteh.ai/catalog/standards/iso/11a835ab-e683-4ed2-972a-c48d1f377de0/iso-16532-3-2010


たという声があります。箱やメーラー（郵送用封筒）の内側に入れて使うのが最適です。

各素材の印刷時の見え方
グラシン紙もセロファンも、ブランディングの印刷に対応できますが、仕上がりの見え方は異なります。

印刷すると、 グラシン紙では、インキは滑らかで吸収性の低い紙の表面に乗ります。色は半透明の背景に対して、やや柔らかく、わずかにくすんで見えるため、ミニマルな一色ロゴ、スタン
プ、線画に向いています。ただし、こうした密閉性の高い表面ではインキの乾きが遅く、インキ系によっては滲むことがあります。実際、今回の調査の購入者も、印刷の滲みやゴム印への切
り替えに言及しています。手押しのスタンプができること自体を評価するメーカーも多くあります。

印刷すると、 セロファンでは、クリアなフィルム上に乗るため、くっきりとつややかに見えますが、製品の背後で色を際立たせるには白インキが必要になることがよくあります。その分、工
程と設計の手間が一つ増えます。

いずれの場合も、画面上で指定したブランドカラーは、半透明の基材上では同じブランドカラーにはなりません。実際の素材で現物見本を承認してください。校正工程そのものについては、
製品ページで確認できますので、ここでは繰り返しません。

廃棄ルートと誠実な表示
廃棄の理由から、セロファンからグラシン紙に切り替える購入者は多くいます。そのため、表現は正確にしておく価値があります。

グラシン紙 は、未コート（シリコーン、ワックス、プラスチックラミネートなし）の場合は紙製品であり、通常は紙として扱われます。ただし、緻密な構造のため、受け入れ可否は地域のプ
ログラムによって異なることがあり、油分や食品残渣があると回収を断られる場合があります。自己粘着式の封緘テープには合成接着剤が含まれることがあり、「プラスチックフリー」と表
示する予定であれば、これは問題になります。

セロファン はセルロース系で、一部の製品は堆肥化可能認証を取得していますが、多くはコーティングされており、ほとんどの地域の回収プログラムでは、どの種類のフィルムも紙の回収ルー
トでは受け付けていません。透明なポリプロピレン製の「セロ」袋はプラスチックであり、プラスチックフィルムのルールに従います。

いずれを選ぶにしても、環境に関する表示は裏付けが必要です。米国では、 FTC Green Guides[4] は、無条件の「リサイクル可能」表示について、販売される製品の消費者ま
たはコミュニティの少なくとも60%が、リサイクル施設を利用できることを求めています。適用される規定は 16 CFR § 260.7[5]で、「堆肥化可能」表示には、インキや接着
剤を含むすべての素材が使用可能な堆肥へと分解されることを示す、適切で信頼できる根拠が必要であり、また 16 CFR § 260.8[6] では、無条件の「生分解性」表示は、通常の
廃棄から1年以内に完全に分解されない製品の場合、欺瞞的とみなされるとしています。より安全な表示文言は「紙ベース。受け入れが認められている地域では紙と一緒にリサイクルしてく
ださい。」です。

食品周辺の物販商品をEUに販売する場合は、次の 食品接触の枠組み規則（EC）No 1935/2004[7] は、紙、再生セルロース、印刷インキのいずれも対象としています。米国で
は、紙製の食品接触面は 21 CFR § 176.170[8] の規制を受け、水性食品および脂肪性食品向けには（クロロホルム可溶性抽出物の上限は0.5 mg/in²）、また乾燥食品向
けには 21 CFR § 176.180[9] が適用されます。ご依頼いただくべき書類は、 製品ページで確認できます.

繊維の調達は別の問題です。 FSC MIXラベル[10] は、責任ある森林管理と管理の連鎖について示すものであり、食品安全性、耐油性、堆肥化可能性については何も示していません。

グラシン袋とセロファン袋：並べて比較

項目 グラシン袋 セロファン袋
基材 スーパーカレンダー加工紙、約50–90 g/m²（百科事典の記載範囲） 再生セルロースフィルム、多くはコーティング済み
視認性 半透明。すりガラス調の見え方で、細部はぼやける 透明。文字とバーコードが読み取れる
耐油性 短時間の軽い油分に耐性がある。TAPPI T 454 / ISO 16532-3 でスクリーニング済み 良好なバリア性。コーティングによって異なる
湿気と湿度 耐湿性はあるが防水ではない。湿度で膨張・反りが生じることがある コート品では、より強いバリア性
引き裂きと取り扱
い フィルムより弱い。側面が裂けたり、輸送中にしわくちゃになったりすることがある 突き刺しやしわに対してより強い

印刷の見え方 やわらかなマット調の紙の質感。スタンプ可能。乾きの遅いインキは滲むことがある くっきりとつやがある。白インキの層が必要になることが多い
見た目と手触り 紙、ヴィンテージ風、「プラスチックフリー」 透明感があり、つやの高い小売り向けの見た目

https://jp.zigpac.com/custom-paper-bags/custom-printed-glassine-paper-merchandise-bags.html
https://www.ftc.gov/business-guidance/resources/environmental-claims-summary-green-guides
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-260/section-260.7
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-260/section-260.8
https://eur-lex.europa.eu/eli/reg/2004/1935/2021-03-27
https://www.ecfr.gov/current/title-21/chapter-I/subchapter-B/part-176/subpart-B/section-176.170
https://www.ecfr.gov/current/title-21/chapter-I/subchapter-B/part-176/subpart-B/section-176.180
https://jp.zigpac.com/custom-paper-bags/custom-printed-glassine-paper-merchandise-bags.html
https://us.fsc.org/what-is-fsc/what-do-the-fsc-labels-mean


項目 グラシン袋 セロファン袋
廃棄時の扱い 地域で受け入れられていれば紙の回収ルートに乗る。残留物やコーティングがあると受け入れが下がる 品によって異なる。フィルムは通常、紙のリサイクルの対象外

一般的な適合用途 アートプリント、カード、石けん、ワックスメルト、アクセサリー、内袋 ステッカー、細部を見せる陳列、湿気の多い環境や長期保管さ
れる商品

五つのステップでの選び方
顧客が袋越しに細部を読む必要があるかを判断する。 はいの場合（バーコード、小さな文字、ステッカーのデザイン）は、セロファンを選ぶか、情報を外側のラベルに移してくだ1.
さい。
商品の湿気と油分が、保存期間全体を通じてどうなるかを確認する。 実際の一個分を包装し、現実的に最も長い保管期間そのままにしたうえで、底の折り目を点検します。油じみ2.
や反りが見られた場合は、セロファンか内張り付きの包装を検討してください。
出荷方法を考える。 袋が保護なしで輸送される場合は、フィルムの方が耐えられます。箱やメーラーの中に入る場合は、グラシン紙の引き裂き強度の低さが問題になることはほと3.
んどありません。
廃棄の方針を、自社の市場に合わせる。 「紙としてリサイクル」がブランドの約束に含まれる場合、未コートで表示が適切に条件付けられていれば、グラシン紙はそれを裏付けま4.
す。
実際の素材でブランディングを確認する。 半透明の紙と透明フィルムでは、同じデザインデータでも見え方が変わります。5.

グラシン紙がこれらのステップで適していると判断された場合は、当社の カスタム印刷グラシン袋 ページをご覧ください。サイズ、表面、封緘、見積もりについて掲載しています。価格と
最低発注数量については、製品の寸法と用途をお送りいただければ、それに基づいてお見積もりします。

よくある質問
よくある質問：グラシン袋は環境面でセロファンより優れていますか？

使用後にどうなるかによります。未コートのグラシン紙は、地域のプログラムが受け入れていれば紙のリサイクルの流れに乗ります。セロファンはセルロース系ですが、多くはコーティング
されており、フィルムは通常、紙のリサイクルから除外されます。グラシン紙は一般に、エネルギー消費の大きいカレンダー加工を伴うバージンパルプから作られるため、「より良い」とい
う主張は、絶対的ではなく、具体的で条件付きのものにすべきです。

よくある質問：グラシン紙は小売店での陳列に十分な透明度がありますか？

形、色、全体的な見た目については、はい。細かい文字、ステッカーのディテール、バーコードについては、通常は十分ではありません。坪量の重いグラシン紙は、軽いものより透明度が低
くなります。

よくある質問：グラシン袋はプラスチック袋と比べてどうですか？

透明なポリプロピレンやポリエチレンの袋と比べると、グラシン袋は透明性、防水性、引き裂き強度を手放す代わりに、紙らしい見た目と紙としての廃棄ルートを得ます。乾燥した、内袋に
入る物販商品に適しています。液体や過酷な輸送では、プラスチックの方が強い選択肢であり続けます。

よくある質問：グラシン袋はキャンドルや石けんを長期間入れても大丈夫ですか？

短い小売りのサイクルであれば、一般的には問題ありません。数週間にわたると、キャンドルや一部の石けんから染み出た油分が紙に移り、染みとして現れることがあります。本格的に採用
する前に、最も長い保管期間を想定して包装した実物で試験してください。

よくある質問：グラシン袋は防水ですか？

いいえ。グラシン紙は耐湿性はあるものの防水ではありません。ほこり、軽い取り扱い、軽い油分との短時間の接触には耐えますが、液体は保持できず、湿度の高い環境では柔らかくなるこ
とがあります。

よくある質問：「セロバッグ」は常にセロファンですか？
いいえ。小売業者のリスティングでは、透明なポリプロピレン袋をよく「セロバッグ」と呼びます。廃棄や防湿性を比較する前に、サプライヤーに実際のフィルムの種類を確認してください。

https://jp.zigpac.com/custom-paper-bags/custom-printed-glassine-paper-merchandise-bags.html


重要なポイント
グラシン紙は紙、セロファンはフィルムです。 — グラシン紙は通常、約50–90 g/m²のスーパーカレンダー加工紙です（出典)
耐油性は想定せず、試験で確認すべきです。 — TAPPI T 454 は、1,800秒で終了する予備的なスクリーニングにすぎません（出典)
無条件の「リサイクル可能」には、広い利用可能性が必要です。 — 施設は、消費者またはコミュニティの少なくとも60%が利用できる必要があります（出典)
「生分解性」には期限があります。 — 製品は、通常の廃棄から1年以内に完全に分解される必要があります（出典)
食品接触紙には数値上の上限があります。 — 水性食品および脂肪性食品向けのクロロホルム可溶性抽出物の上限は0.5 mg/in²（出典)

結論
グラシン紙とセロファンのどちらを選ぶかは、どちらが「より環境に優しい」かよりも、商品が袋に何を求めるかによります。顧客が細部まで読む必要がある場合や、商品が湿気の中に置か
れたり、時間とともに油を放出したりする場合は、セロファンの透明性とバリア性が役立ちます。商品が乾燥していて、箱の中に入り、紙らしい柔らかな見た目と紙としての廃棄ルートの恩
恵を受けるなら、通常はグラシン紙がより適しています。ただし、環境に関する表示は具体的であり続ける必要があります。グラシン紙に決めたら、商品、サイズ、数量を カスタムグラシン
袋 ページでお知らせください。完成したパッケージに合わせた見積もりをお作りします。
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